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 現今錫の製錬方法 として廣 く實施 さるs乾 式法に於ては 含錫量50%程 度に選鑛す

ることを必要 とするが,錫 鑛の逡鑛實牧率は極めて低 く 漸 く70%内 外に達するの歌

態 である.よ つて錫鑛の選鑛を簡軍にし選鑛實牧牽を高めつ 」錫の製錬を行はん と考

へ 漁式製錬法 に就き研究を進めた.

 試料 としては明延鑛 山産錫鑛 を用ひナこが,該 鑛石中には錫の外 鐵,銅,タ ングステ

ン及び 微量の鉛,亜 錯等を含有す。而して試料中の銅は黄銀鑛 として存在し,浮 選

法により分離せ られ,鋸 鑛 として利用せ られ居るを以て,先 づ銅を除去 したる試料に

就 き研究を行つナこ.

 試料中の錫石は そのま㌧の献態に於て 溶媒により浸出する事は極めて困難である

が,700。 乃至800。C附 逝 に於て 還元焙焼す る時は 容易に金協錫に還元せ られ,溶媒

による浸出 も簡輩 となる・然れ共 還元性瓦斯の組成に留意せざる時は 試料中の酸化

鐵 も亦金屡鐵 に還元せ られ,錫 の溶媒 として適當 と考へ らる」縮ての溶媒 に封して鐵

                    の大部分が溶解 し來 り,溶 媒の損失を      第   一   圖

  lOO             來す と共に電解 に際し悪影 響 を 及 ほ・

  80                す・然 るに酸化錫 と酸化鐵の還元李衡

       窪 ε君2CO≦ 仙maTし iL・hに止む る事が可目・である・

  500 600700 80090D IOOOlIOO  斯 くて錫は金屡状 に鐵は低級酸化物

        → 丁・岬 ℃             .                    に止ま
る如 く適當に還元焙焼せ られナこ

                 (127)



             錫 の漁 式 製 錬 に 就 て

      箪   二   圖       る試料を 盤化第二銅 と 食蠣の混合溶

 lOO    ゴ
                    液,叉 は硫酸銅 と芒硝 及び 少量の硫

  80                 酸混合溶液を以て浸出する時は錫は銅
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ナこ.而 して還元熔嶢,溶 解を通 じて錫の92%以 上を溶液中に持來す ことは困難でな

い、還元試料浸出後 溶液 中に爾残存する銅を錫屑により 沈澱せ しむる時は溶媒 とし

て含銅量3%の 硫酸銅溶液 を用ひて,合 錫量559./Liter,含 鐵量494Liter,程 度の溶

液を得る・銅 タングステンは溶液 中に存准しない.か 」る溶液は最早精製を行ふ こと

な くして 直 ちに電解により純檸なる金屡錫を得 ることが可能である・

 電解に於ては 陽極 として鉛板,陰 極 として錫板を用ひ 陰極電流密度lA/dm2に

於て 爾極間の電位差2,2-25V電 流能率92%程 度(二 債の錫 として)で ある.

 銅溶液による浸出に際し 生成 しナこる沈澱銅は浮選法により之 を回牧 しナこる後,焙 焼

して酸化銅 とし電解の結果再成 されナこる硫酸に溶解 し 再び 硫酸銅 として還元焙規鑛

の浸出に利用さる,さ れど前述せる如 く 一回の浸出により49,/Liter・ 程度の鐵が溶

解 し來 るを以て,同一溶液を繰 り返 し使用する時は 溶液中の鐵1ま漸次増加する.敵 に

撒回の浸出を経ナこる後 には 溶液中の鐵を除去するの必要がある.共方法 としては電解

後の溶液の一部を とり,之 に稿 過剰の酸化銅を添加 して硫酸銅を生成す ると共に残

存・せる5 g.ILiter程 度の錫を全部鞭基性錫罐として 沈澱回牧 し,然 る後少量の=酸

化 マンガ ン 及び 室氣により 二債の鐵を三債に酸化 し,夏 に 酸化銅或は炭酸石灰を

添加 して 鐵を沈澱分離する.

 以上述べた るが如き方法 による時は,溶 媒 としては軍に少量の硫酸が浩費せらる ㌧

に過 ぎす して,現 在の乾式法に比し,はるかに低品位試料の腱理が可能 となり 相當多
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最の實牧率増加を來す結果 となる.爾 試料中の銅 タングステンに就て も研究中であつ

て之等の庭理法如何 によつてば更に此の撚式法を有利の ものナこらしむる事が出來る.

                   (實験の詳細は探鑛冶金月報に連載致します)
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